
 

 

石川石川石川石川ハイテクハイテクハイテクハイテク交流交流交流交流センターセンターセンターセンターのののの平成平成平成平成２１２１２１２１年度管理状況年度管理状況年度管理状況年度管理状況    
施設所管課 商工労働部産業政策課 

指定管理者 財団法人石川県産業創出支援機構 

  理事長 谷本 正憲 

指定期間 平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・利用者アンケートの実施（延７１通） 

・利用者ニーズの反映（県へ温水便座の取替要請など） 

その他特記事項 

・利用者へのドライヤー、アイロン、傘等の貸出 

利用の促進に関する業

務 

 

 

自主事業の企画・実施 

・おもしろ子供科学教室の開催（参加人数５０人） 

施設の情報提供、広報、広告 

・ホームページを更新 

・ＩＳＩＣＯ情報誌に利用案内を掲載 

周辺地域、関係機関との連携・協同の推進 

・ＩＳＰコミュニティネットと連携し自主事業等の告知推進 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

・使用許可の件数（（２）②参照） 

・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃・日常清掃…大会議室、会議室、宿泊室、事務室、玄関、 

   廊下、トイレ、ホール、レストラン、洗面所 

  ・日曜清掃…宿泊室等 

  ・定期清掃…弾性床（年３回）、カーペット床（年２回）、 

   窓ガラス（年２回）、池（年１回） 

  ・ビル管理法に基づく諸検査 

保守点検 

  ・空調設備、消防設備、電気工作物、昇降機 

警備・毎日１名が常駐（平日１７時半～翌８時半、土日祝日と 

年末年始は２４時間体制） 

小規模修繕  

  ・トイレフラッシュバルブ、センサー等取替修理 

  ・高圧引込開閉器取替工事 

  ・大会議場調光盤修理 

  ・非常照明器具バッテリー取替工事 

  ・冷却塔ポンプ取替、パッキン修理 

・中央監視盤取替 

・ワイヤレスマイク受信システム入替工事 等 



 

 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・消防計画書による避難・通報訓練を実施（H21,9,29）し、 

 緊急時の対応について確認した 

個人情報の管理状況 

 ・「個人情報の取扱いに係る特記事項」に基づき適切に管理 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ２０年度 

（参考） 

Ｈ２１年度 前年度比 増減理由 

宿泊施設利用者数（人） １，７２９人 １，７０５人 ９８％ 

宿泊施設稼働率（％） ５６．５％ ５５．５％ ９８％ 

長期宿泊利用者の減少 

会議室利用件数（件） １５５件 １６３件 １０５％ 

会議室稼働率（％） ７．０％ ８．０％ １１４％ 

雇用調整講習による増加 

②使用許可等の状況 

 許可件数 不許可件数 不許可理由 

宿泊室 １，７０５人 無し  

会議室 １６３件 無し  

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額 減免額 減免理由 

会議室 ４，８３６，８０５円 ０円  

宿泊室 ７，１８４，３２０円 ２，１３９，５８０円 ※下記を参照 

テニスコート １８，１８０円 ０円  

合計 １２，０３９，３０５円 ２，１３９，５８０円  

※当施設に宿泊する者で、減免の措置を行うことにより、施設の設置目的である｢産学官

交流等の推進を通じ、高度な科学技術の振興を図る｣ことに資する特定の者。 
  対象者 イ、先端大を訪問する者で、教育・研究を支援する者。 

      ロ、いしかわサイエンスパーク進出企業・研究所等で、教育・研究を支援する者 

      ハ、石川ハイテク交流センターにおいて実施される高度な科学技術の振興に 

        資することを目的として来訪する者。 

      二、その他、石川県における高度な科学技術の振興に資する目的で利用する者。 



 

 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

管理料収入 ３７，０３０ 人件費 ７，７６５ 

使用料収入 １２，０３９ 光熱水費 ５，３７７ 

共益費収入 ９６４ 修繕費 ３，６４９ 

雑収入 ４９９ 委託費 ２３，８３２ 

  賃借料 ９６７ 

  その他 ８，９４２ 

合 計 ５０，５３２ 合 計 ５０，５３２ 

収支差額 ０  

※共益費はレストランと北陸先端科学技術大学院大学支援財団からの収入 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成２１年４月～実施 有効回答数７１件） 

回 答 項 目 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ７６．９％ ２０．７％ １．４％ １．０％ 

施設の維持管理 ８２．０％ １４．０％ ２．０％ ２．０％ 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成 21年 9月 温水便座の設置希望 産業政策課を通じて県へ要望 

平成 21年 12月 夜間の警備員の対応が悪い 委託先へ社員教育の徹底を要望 

平成 21年 12月 宿泊室にドライヤー設置希望 設置を検討→新年度購入予定 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

平成 21年 7月 高圧引込開閉器の経年劣化 北陸電力・保安協会と協議し取替 

平成 21年 9月 大会議場空調用ポンプ故障 保守委託先へ修理依頼 

平成 21年 11月 非常照明器具のバッテリー切れ 保守点検業者へ取替依頼 

 

③その他報告事項など 

 

 特になし 



 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ ・ 日々の事業展開のなかで、宿泊者、施設利用者に対す

る電話での応対、対面時の接遇等に心がけ、サービス

の向上に努めている。 

・ ＩＳＰ交流会（毎週・木曜日） 

ＪＡＩＳＴ及びＩＳＰ進出企業等との連携及び情報

交換を目的として開催している。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・施設の維持管理を適切に運営し、専門的知識等を必要

とする部門は外部専門業者に委託し、迅速・適切な管

理を実施している。 

・施設内は常に清潔に保たれており、適切な管理がなさ

れている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・業務に関する研修を職員に受講させることで、適切な

運営に努めている。 

・非常時の連絡体制や消防計画が定められ、安全対策が

適切である。 

・適切な職員の配置がなされている 

④その他、必要と認める

事項（例：苦情処理、

個人情報保護） 

Ｂ ・石川県産業創出支援機構の窓口として、管内企業の経営

相談業務を適切に実行している。 

・個人情報に関する指針を定め、職員に周知徹底を図って

おり、適切な情報管理が行われている。 

総合評価 Ｂ ・施設の設置目的にあった適切な管理運営を実施してお

り、施設利用者の利便性やサービスの向上、利用促進に

向けて取り組んでいる。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、 

一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 



 

 

 

（７）助言・指摘事項 

 

 


